
近
世
東北
の
「
家
」
と
墓
岩
手
県
前
沢
契
室
鈴
木
家
の
藻
と
過
去
帳
　
　
　
　
　
　
関
口
慶
久

汀
熱
5
島
O
§
く
6
三
昌
国
曽
α
旨
o
島
6
§
弓
o
庁
o
犀
田

はじ
め
に

0大
室鈴
木
家
の
来
歴

②
発
掘
調
査
と
墓
標
調
査
の
経
過

③
墓
標
調
査
の
成
果

④
過去
帳
調
査

⑤
大室
鈴
木
家
の
「
家
」
と
墓

お
わり
に

［論
文
要

旨
］

　本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
民
俗
学
的
手
法
に
よ
っ
て
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
近
世
の
「
家
」
と
い
う
テ
ー
　
　
　
　
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
大
室
鈴
木
家
の
墓
標
造
立
は
、
天
明
期
以
後
、
鈴
木
家
当
主
の
近
親
以
外
の

マ
に対
し
、
考
古
資
料
を
主
軸
と
し
た
分
析
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
肉
迫
で
き
る
の
か
を
、
仙
台
領
伊
　
　
　
　
者
に
も
、
広
く
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

達藩
に
お
け
る
豪
農
で
あ
っ
た
大
室
鈴
木
家
（
現
岩
手
県
前
沢
町
）
に
関
わ
る
歴
史
資
料
を
モ
デ
ル
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
墓
標
造
立
数
と
墓
標
形
式
・
被
造
立
者
層
の
画
期
の
時
期
差
は
、
墓
標
造
立
数
の
増

と
し
て
、
模
索
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
が
災
害
な
ど
の
広
汎
な
範
囲
で
の
変
化
に
関
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
近
世
か
ら
近
代
の
大
き
な
う
ね

　筆
者
は
大
室
鈴
木
家
墓
地
の
墓
標
調
査
と
鈴
木
家
所
蔵
の
「
大
室
鈴
木
家
過
去
帳
」
の
調
査
を
行
　
　
　
　
り
の
な
か
で
理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
墓
標
形
式
や
造
立
者
層

い
、
葬
制
関
連
資
料
を
中
心
と
し
た
分
析
を
行
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
変
化
は
、
「
家
」
の
変
化
に
呼
応
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
は
鈴
木
家
の
来
歴
お

　ま
ず
墓
標
調
査
の
成
果
と
し
て
は
、
大
室
鈴
木
家
墓
地
に
お
け
る
墓
標
造
立
数
の
変
遷
は
、
一
九
　
　
　
　
よ
び
大
室
鈴
木
家
の
旧
屋
敷
跡
に
お
け
る
二
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査
成
果
か
ら
も
肯
定
で
き
る
も
の

世
紀前
後
と
一
九
世
紀
第
2
四
半
期
に
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
、
形
式
の
変
遷
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
　
　
　
　
で
あ
る
。

C
類
（
割
石
形
）
↓
B
（
円
礫
形
）
・
C
・
D
類
（
頭
部
カ
マ
ボ
コ
形
）
へ
の
変
化
が
認
め
ら
れ
た
。
　
　
　
以
上
の
分
析
結
果
は
、
墓
標
そ
れ
自
体
の
評
価
に
と
ど
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
墓
標
か
ら
読
み
取

　
つ
ぎ
に
墓
標
と
過
去
帳
の
双
方
の
分
析
で
は
、
天
明
期
以
後
、
宗
家
で
あ
る
大
室
鈴
木
家
の
過
去
　
　
　
　
る
こ
と
の
で
き
る
デ
ー
タ
を
材
料
と
し
た
「
家
」
そ
し
て
地
域
社
会
の
動
向
を
窺
う
た
め
の
基
礎
的

帳
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
死
者
の
墓
標
が
、
鈴
木
家
墓
地
に
次
々
と
造
立
さ
れ
、
反
対
に
、
天
明
　
　
　
　
理
解
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以前
は
過
去
帳
に
記
載
さ
れ
な
が
ら
、
墓
標
を
造
立
さ
れ
な
か
っ
た
家
族
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
が

6
5
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は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
墓
標
・
過
去
帳
と
い
う
考
古
・
文
献
双
方
の
資
料
を
用
い
、
葬
制
研
究

の
視
点
か
ら
近
世
東
北
の
「
家
」
の
歴
史
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
の
前
に
、
近
世
の
「
家
」
研
究
の
な
か
で
の
考
古
資
料
の
位
置
づ
け
が
、

現
状
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
近
世
の
家
墓
に
つ
い
て
は
、
民
俗
学
の
方
面
よ
り
、
主
と
し
て
伝
承
資
料
を
も
と

に
若
干
の
推
測
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
、
民
俗
学
の
新
谷
尚
紀
氏
が
従

来
の
民
俗
学
の
枠
組
み
を
こ
え
て
、
文
献
・
考
古
・
民
俗
の
諸
資
料
を
駆
使
し
、
紀

伊
国
隅
田
荘
の
旧
家
で
あ
る
上
田
家
の
歴
史
に
つ
い
て
叙
述
し
た
論
文
を
発
表
さ
れ

て

い
る
（
新
谷
一
九
九
六
）
。

　
氏

は
上
田
家
に
伝
わ
る
「
伝
承
、
系
図
、
古
文
書
、
位
牌
、
墓
石
な
ど
の
調
査
と

分
析

を
通
し
て
」
、
上
田
家
の
「
世
代
継
承
の
実
態
を
あ
と
づ
け
」
る
と
い
う
目
的

で

分
析
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
論
点
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、

考
古
資
料
で
あ
る
位
牌
・
墓
標
の
分
析
で
は
、
位
牌
を
「
死
者
供
養
の
た
め
の
比
較

的
短
期
間
機
能
す
る
装
置
」
、
中
世
年
銘
の
一
石
五
輪
塔
を
「
死
霊
の
鎮
送
と
仏
へ

の

結
縁
の
た
め
の
装
置
」
と
そ
れ
ぞ
れ
位
置
付
け
た
。
し
た
が
っ
て
位
牌
・
墓
標
は

「
直
接
的
な
死
を
め
ぐ
る
装
置
で
あ
っ
て
、
先
祖
の
顕
彰
装
置
と
は
な
り
に
く
い
」

も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
氏
が
考
古
学
的
資
料
と
し
て
用
い
た
の
は
墓
標
お
よ
び
位
牌
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の

資
料
に
つ
い
て
氏
が
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
主
と
し
て
銘
文
に
あ
り
、
墓
標

の
形
態
や
石
材
な
ど
の
デ
ー
タ
は
調
査
対
象
外
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
氏
が
上

田
家
の
世
代
継
承
を
述
べ
る
た
め
に
用
い
た
中
心
的
な
資
料
は
系
図
・
古
文
書
な
ど

の

文
献
資
料
で
あ
り
、
墓
標
・
位
牌
と
い
っ
た
資
料
は
あ
く
ま
で
「
押
さ
え
」
的
な

使
わ
れ
方
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
確
か
に
近
世
の
複
雑
な
家
族
形
態
に
対
し
て
、
考
古
資
料
の
み
で
言
及
す
る
こ
と

は
ま
ず
不
可
能
に
近
い
だ
ろ
う
。
否
、
歴
史
研
究
に
お
い
て
「
考
古
資
料
の
み
で
」

「
文
献
資
料
の
み
で
」
と
い
う
よ
う
な
思
考
自
体
が
そ
も
そ
も
誤
り
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ

拠
っ
て
立
つ
方
法
論
を
堅
持
し
つ
つ
、
関
連
諸
分
野
の
成
果
を
参
照
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。

　
で

は
豊
富
な
近
世
文
書
や
民
俗
資
料
に
対
し
、
考
古
資
料
は
「
押
さ
え
」
的
な
役

割
に
甘
ん
じ
る
し
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
近
世
の
具
体
的
な
家

の
歴
史

に
つ
い
て
考
古
学
的
資
料
を
主
と
し
た
研
究
は
皆
無
に
等
し
い
が
、
考
古
資

料
か

ら
の
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿

は
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
近
世
の
「
家
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
対

し
、
考
古
資
料
を
主
軸
と
し
た
分
析
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
肉
迫
で
き
る
の
か
を
、
仙

台
領
伊
達
藩
に
お
け
る
豪
農
で
あ
っ
た
大
室
鈴
木
家
の
事
例
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
模

索
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

0
大
室
鈴
木
家
の
来
歴

　
本
稿
で
用

い

る
資
料
は
、
岩
手
県
胆
沢
郡
前
沢
町
白
山
字
川
岸
場
に
所
在
す
る

（図
1
・
2
）
、
大
室
鈴
木
家
の
墓
標
と
過
去
帳
で
あ
る
。

　
鈴
木
氏

は
、
中
世
は
葛
西
氏
に
仕
え
る
武
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
天
正
一
八
二

五
九

〇
）
年
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
奥
州
仕
置
に
よ
っ
て
主
家
葛
西
氏
が
滅
亡
し
た
こ

と
に
よ
り
、
当
時
の
鈴
木
氏
当
主
・
重
信
は
、
下
胆
沢
郡
六
日
入
村
（
現
前
沢
町
川

岸
場
）
に
大
室
屋
敷
と
よ
ば
れ
る
環
濠
屋
敷
を
構
え
、
帰
農
し
た
。
大
室
屋
敷
は
北

上

川
右
岸
に
あ
り
、
支
流
で
あ
る
松
の
木
沢
川
と
の
合
流
点
に
位
置
す
る
。
重
信
は

こ
の
よ
う
な
河
川
交
通
上
の
要
所
に
居
を
構
え
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
鈴
木
氏
は
大

室
鈴
木
家
と
称
さ
れ
、
重
信
を
初
代
と
し
て
、
伊
達
藩
に
よ
る
支
配
の
も
と
、
六
日

入
村
の
肝
入
を
代
々
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
、
大
室
屋
敷
に
南
接
し
て
、
伊
達
藩
の
御
蔵
場
が
建

て

ら
れ
た
。
御
蔵
場
は
北
上
川
水
運
を
利
用
し
た
年
貢
米
の
集
積
地
で
あ
る
。
御
蔵
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場
の

蔵
守
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
大
室
鈴
木
家
二
代
当
主
重
義
で
、
以
後
大
室
鈴
木
家

は
代
々
、
御
蔵
守
と
い
う
要
職
を
務
め
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
四
代
当
主
重
松
の
こ

ろ
に
は
、
ひ
ら
た
舟
肝
入
に
任
じ
ら
れ
る
。
ひ
ら
た
船
肝
入
と
は
、
河
川
運
輸
を
統

括

す
る
要
職
で
あ
る
。
ま
た
、
五
代
重
周
の
こ
ろ
に
は
帆
役
肝
入
・
御
材
木
御
用
役

を
兼
務
す
る
な
ど
、
大
室
鈴
木
家
は
代
を
重
ね
る
ご
と
に
、
藩
の
支
配
組
織
の
な
か

で
重
き
を
な
し
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
、
七
代
淺
右
衛
門
常
方
の
と
き
、
大
室
鈴
木
家

は
下
胆
沢
郡
の
大
肝
入
に
任
じ
ら
れ
る
。
大
肝
入
と
は
藩
の
代
官
か
ら
直
接
指
示
を

受

け
、
郡
の
肝
入
を
統
括
す
る
、
百
姓
の
最
高
位
の
役
職
で
あ
る
。
ま
た
、
淺
右
衛

地大

太平洋

準

図1　調査地の位置

門
の
息
子
で
あ
る
八
代
養
作
も
、
下
胆
沢
郡
の
大
肝
入
を
明
和
八
年
（
一
七
七
二

～
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
ま
で
勤
め
て
お
り
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
初

頭
に
か
け
て
、
大
室
鈴
木
家
の
社
会
的
立
場
は
最
高
点
に
達
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

と
く
に
養
作
は
文
人
と
し
て
も
著
名
で
、
菅
江
真
澄
と
親
密
な
交
友
関
係
を
も
つ
な

ど
、
大
肝
入
に
ふ
さ
わ
し
い
品
格
を
そ
な
え
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
大
室
鈴
木
家
は
、
中
世
は
武
家
の
家
柄
で
あ
り
、
近
世
は
帰
農
し
て

伊
達
藩
の
支
配
機
構
に
積
極
的
に
加
わ
っ
た
、
藩
内
で
有
数
の
豪
農
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
近
世
以
来
の
「
家
」
の
由
緒
は
、
他
の
百
姓
家
と
比
べ
そ
の
詳
細
は
よ
く

わ
か
っ
て
お
り
、
筆
者
の
調
査
内
容
の
裏
付
け
に
際
し
有
力
な
材
料
と
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
そ
の
概
要
は
右
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
な

大
室
鈴
木
家
の
来
歴
は
、
○
○
役
を
任
じ
ら
れ
た
、
と
い
う
支
配
す
る
側
の
事
歴
で

あ
り
、
必
ず
し
も
実
際
に
則
し
た
来
歴
と
は
い
え
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
分
析
に
は
充
分
な
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

②
発
掘
調
査
と
墓
標
調
査
の
経
過

　
（
1
）
　
遺
跡
と
墓
地
に
つ
い
て

　
大

室
鈴
木
家
の
屋
敷
地
一
帯
は
、
縄
文
晩
期
・
弥
生
時
代
の
遺
物
包
含
地
お
よ
び

近
世
の
環
濠
屋
敷
跡
と
御
蔵
場
跡
と
し
て
用
知
さ
れ
て
い
る
川
岸
場
n
遺
跡
の
中
に

所
在
し
て
い
る
。

　
ま
た
西
隣
に
あ
る
墓
地
は
、
大
室
鈴
木
家
の
墓
所
で
あ
り
、
墓
地
中
央
に
は
礫
石

経
塚
が

あ
っ
て
、
こ
れ
も
周
知
の
遺
跡
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（大
室
経
塚
）
。
特
に
経
塚
の
頂
上
に
立
つ
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
銘
の
板
碑
は
、

県
内
で
最
も
長
い
銘
文
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
鈴
木
家
の
系
譜
を
知
る
上
で
重
要
な

資
料
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
多
く
の
研
究
者
や
郷
土
史
家
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
き
た

（岩
手
県
一
九
六
一
、
岩
手
県
教
育
委
員
会
一
九
六
一
、
司
東
一
九
八
五
、
池
田
一

九

八
六
、
鈴
木
一
九
九
二
、
前
沢
町
一
九
七
六
）
。
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図2　墓地と屋敷地の位置

　
（
2
）
　
発
掘
調
査
の
概
要

　
一
九
九
八
年
五
月
、
前
沢
町
教
育
委
員
会
は
川
岸
場
n
遺
跡
の
発
掘

調
査
を
行
い
、
近
世
の
環
濠
屋
敷
跡
お
よ
び
御
蔵
場
の
一
部
と
み
ら
れ

る
建
物
跡
や
堀
跡
・
土
塁
な
ど
を
検
出
し
た
。
ま
た
同
遺
跡
は
一
九
九

六
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て
も
、
財
団
法
人
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
（
岩
手
県
文
化

振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
〇
）
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
を
ま
と
め
る
と
、
環
濠
屋
敷
部
分
で
は
母
屋
の
跡
が

検
出
さ
れ
、
掘
立
柱
建
物
跡
（
三
期
に
わ
た
っ
て
建
て
替
え
ら
れ
た
と

思

わ
れ
る
）
か
ら
礎
石
建
物
へ
の
変
遷
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
御

蔵
場
跡
で

は
、
布
掘
り
掘
立
柱
建
物
跡
が
三
棟
、
掘
立
柱
建
物
跡
が
三

棟
、
礎
石
建
物
が
四
棟
検
出
さ
れ
、
六
期
に
わ
た
る
変
遷
が
確
認
さ
れ

た
。
新
旧
関
係
か
ら
、
大
ま
か
に
布
掘
り
掘
立
柱
建
物
跡
↓
掘
立
柱
建

物
跡
↓
礎
石
建
物
と
い
う
変
遷
を
辿
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に

布
掘
り
掘
立
柱
建
物
跡
か
ら
掘
立
柱
建
物
跡
へ
変
わ
る
画
期
は
十
八
世

紀
中
葉
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
出
土
遺
物
は
十
八
世
紀
後
半
か
ら
一

九
世
紀
代
の
東
北
産
・
肥
前
産
の
陶
磁
器
類
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。

　
以
上
の

よ
う
な
二
度
に
わ
た
る
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
大
室
屋
敷
と

御
蔵
場
の
二
つ
の
空
間
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
様
相
が
知
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
近
世
に
お
け
る
豪
農
の
生
活
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
資
料
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
墓
標
調
査
の
経
緯

　
大
室
鈴
木
家
墓
地
に
お
け
る
墓
標
調
査
は
、
こ
の
よ
う
な
発
掘
調
査

の
成
果
を
踏
ま
え
て
前
沢
町
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
発
掘
調
査
に
併
せ
て
墓
地
を
考
古
学
的
に
調
査
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
総
体
的
な
生
活
空
間
の
復
原
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

468



関口慶久［近世東北の「家」と墓］

　
墓
標
調
査
は
、
筆
者
が
担
当
と
な
り
、
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら

一
九
九

八
年
九
月
に
実
施
し
た
。
調
査
は
墓
地
に
所
在
す
る
一
四
四
基
す
べ

て

の
墓
標

に
つ
い
て
銘
文
判
読
・
計
測
・
写
真
撮
影
を
行
い
、
カ
ー
ド
化
し

た
。
ま
た
墓
地
の
測
量
お
よ
び
、
拓
本
・
実
測
を
適
時
行
な
っ
た
。
次
項
に

て

そ
の
成
果
の
概
略
を
記
す
が
、
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
二
〇
〇

二
年
に
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
（
前
沢
町
教
育
委
員
会
二
〇
〇
二
）
、

墓
標
の

デ

ー
タ
も
一
覧
と
し
て
掲
載
し
て
あ
る
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参

照
さ
れ
た
い
。

③
墓
標
調
査
の
成
果

　
（
1
）
　
墓
地
景
観
（
図
3
・
写
真
1
）

　
墓
地
の

入
り
口
は
東
側
に
向
い
て
お
り
、
屋
敷
地
か
ら
出
入
り
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
墓
地
に
入
っ
て
い
く
と
、
ま
ず
地
蔵
像
（
⑫
、
銘
文
な

し
）
が
東
面
し
て
出
迎
え
る
形
を
と
る
。
地
蔵
像
が
墓
地
の
入
り
口
に
建
つ

こ
と
は
全
国
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
入
り
口
に
意
識
的

に
造
立
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

さ
て
墓
地
に
入
っ
て
ま
ず
目
に
つ
く
の
が
、
墓
地
中
央
に
築
か
れ
た
高
さ

約
一
メ
ー
ト
ル
の
マ
ウ
ン
ド
を
持
つ
礫
石
経
塚
と
、
そ
の
頂
上
に
立
つ
天
正

六
年
（
一
五
七
八
）
銘
の
板
碑
で
あ
る
（
写
真
2
）
。
本
墓
地
は
こ
の
経
塚

と
板
碑
を
中
心
に
し
、
こ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
一
四
四
基
の
墓
標
が
林
立

す
る
と
い
う
、
特
徴
的
な
景
観
を
み
せ
て
い
る
（
図
3
の
丸
数
字
は
紀
年
銘

の
古
い
順
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
し
て
あ
る
）

　
板
碑
の
銘
文
に
は
長
文
の
造
立
意
趣
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）
。
要
約

す
る
と
、
「
孝
子
重
信
」
が
「
花
陽
一
公
」
の
三
年
忌
と
、
六
親
父
母
の
供

養
の

た
め
に
「
陸
万
九
千
三
百
十
余
字
」
の
石
を
納
め
、
造
立
し
た
と
い
う
。

す
な
わ
ち
初
代
重
信
が
、
花
陽
一
公
（
司
東
一
九
八
五
に
よ
れ
ば
、
重
信
の

ぷ
劃

国
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＠
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⑯
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図3　墓地全体図
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写真1　大室鈴木家墓地全

父
、
鈴
木
伊
勢
守
重
道
と
み
ら
れ
て
い
る
）
と
母
の
た
め
に
、
法
華
経
を
書
写
し
た

数
万

の
石

を
埋
納
し
経
塚
を
築
き
、
板
碑
を
造
立
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
た

が
っ

て

こ
の
経
塚
造
営
を
も
っ
て
墓
地
を
確
定
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
墓
標
の
配
置
は
厳
密
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
規
則
性
を
持
っ
て
並
ん
で
い
る
。

配

置
か
ら
は
五
つ
の
区
画
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
墓
標
の
紀
年
銘
か
ら
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
造
営
は
同
時
に
開
始
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
歴
史
的
変
遷
を
辿
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
れ
ら
ブ
ロ
ッ
ク
が
具
体
的
に
何
を
示
す
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

大
室
鈴
木
家
現
当
主
・
久
義
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
一
因
と
し
て

本
家
・
分
家
の
区
別
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

（
2
）
　
造
立
の
変
遷
（
表
1
）

大

室
鈴
木
家
に
お
い
て
恒
常
的
に
造
墓
が
な
さ
れ
る
の
は
一
七
世
紀
第
3
四
半
期写真2　天正6年銘板碑
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ご

ろ
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
天
正
六
年
銘
板
碑
（
①
）
と
初
代
重
信
の
墓
（
②
）

の

み
で

あ
る
。
以
後
徐
々
に
造
立
数
が
増
加
し
て
い
き
、
一
世
紀
あ
ま
り
後
の
一
九

世
紀
前
後
に
最
初
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
そ
の
後
二
十
年
間
の
停
滞
期
間
を
は
さ
ん

で
、
一
九
世
紀
第
2
四
半
期
に
第
二
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
一
九
世
紀
第
3
四
半
期
ま

で
の

約
五
〇
年
間
、
造
立
が
最
も
よ
く
行
わ
れ
る
時
期
が
続
く
。
そ
の
後
も
明
治
年

間
を
通
じ
て
造
墓
が
な
さ
れ
る
が
造
立
数
は
決
し
て
多
く
な
く
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
銘
の
墓
標
を
最
後
に
本
墓
地
で
の
造
立
は
な
さ
れ
な
く
な
る
。

　
（
3
）
　
墓
標
型
式
の
変
遷

　
鈴
木

家
に
お
け
る
墓
標
形
式
は
、
A
類
か
ら
L
類
・
X
類
ま
で
の
＝
二
類
型
に
分

類
で

き
る
（
表
1
）
。
す
な
わ
ち
、
板
石
状
の
A
類
、
自
然
石
を
円
礫
状
に
整
え
使

用

し
た
B
類
、
正
面
は
平
滑
に
整
え
て
い
る
も
の
の
、
側
面
・
背
面
の
削
り
を
残
し
、

割
石
状
に
整
え
た
C
類
、
頭
部
の
形
が
カ
マ
ボ
コ
に
似
た
弧
を
描
く
D
類
、
頭
部
の

形
が
四

角
錐
状
の
E
類
、
い
わ
ゆ
る
「
舟
形
光
背
」
墓
標
に
像
容
を
陽
刻
し
た
F
類
、

像
容
を
丸
彫
り
し
た
G
類
、
五
輪
塔
を
模
し
た
H
類
、
将
棋
の
駒
の
よ
う
な
形
状
を

し
た
1
類
、
頭
部
が
台
形
状
に
緩
や
か
に
立
ち
上
が
る
J
類
、
頭
部
の
頂
点
が

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
頭
の
よ
う
に
尖
る
K
類
、
無
縫
塔
の
L
類
、
そ
の
他
の
X
類
、
で

あ
る
。

　

こ
の
中
で
も
最
も
造
立
の
中
心
と
な
る
の
が
B
・
C
・
D
類
の
三
形
式
で
あ
る
。

特

に
割
石
状
に
加
工
し
た
C
類
の
造
立
数
は
全
体
の
四
割
を
越
え
て
お
り
、
造
立
の

初
期
か
ら
終
焉
ま
で
安
定
し
た
造
立
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
円
礫
状
に
整
え
た
B

類

や
、
頭
部
が
カ
マ
ボ
コ
形
を
呈
し
た
D
類
が
一
八
世
紀
第
3
四
半
期
頃
か
ら
現
れ
、

第
一
・
第
二
の
造
立
ピ
ー
ク
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
窺
え
る
C
類
↓
B
・
C
・
D
類
と
い
っ
た
変
遷
は
、
三
六
年
前
に
報
告

さ
れ
た
平
泉
町
の
近
世
墓
標
調
査
（
中
川
ほ
か
一
九
六
八
）
の
造
立
傾
向
（
B
・
C

類

↓
D
・
K
類
）
と
や
や
様
相
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
㎞

図4　天正6年銘板碑実測図

　
以

上
、
（
2
）
（
3
）
で
述
べ
た
大
室
鈴
木
家
墓

地
に
お
け
る
墓
標
造
立
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

○
造
立
数
の

変
遷
…
一
九
世
紀
前
後
と
一
九
世
紀

　
　
　
　
　
　
　

第
2
四
半
期
に
ピ
ー
ク
が
認

　
　
　
　
　
　
　
　
め
ら
れ
る
。

○
形

式
の
変
遷
：
…
二
八
世
紀
後
半
に
C
類
↓

　
　
　
　
　
　

　
　
B
・
C
・
D
類
へ
の
変
化
が

　
　
　
　
　
　
　

認
め
ら
れ
る
。

　
（
4
）
　
戒
名
・
法
名
の
変
遷

　
大
室
鈴
木
家
墓
地
の
墓
標
か
ら
は
、
二
一
種
の

戒
名
・
法
名
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
筆
者
が
設
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○

類

［
口
、J類　　K類

表1　大室鈴木家墓地における墓標形式の変遷（セリエーション）

B類 C類 D類　　　E類 F類 G類　　H類 1類

釧
噸

　、、、

年代’＼頃型 A　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　C　　　　　　　　　　　　D　　　　　　　　E　　　F　　　G　　　HI　　　　J　　　　K　　L　　X 。§

天文20～永禄3（1551～1560＞

永禄4～元亀元〔1561～1570）

元亀2～天正8（1571～1捌）

天正9～天正18（1捌～1590）

天正19～慶長5（159▲～1㎝））

1ぶ濠鷲鷲、紗籏 濠濠籏難語渓
0
0
1
0
0冷㌘ぶ怒楊灘∀ 綴壕裟暢灘びi

慶長6～慶長15（1θOl～1610）

慶長16～元和6（1611～1620）

元和7～寛永7（1621～1醐）

寛永8～寛永17（1劒～1脚）

寛永18～慶安3（1641～16印）

慶安4～万治3（1651～1660）

寛文元～寛文10（1661～1670）

寛文11～延宝8（1671～1680）

天和元～元禄3（1681～1690）

元禄4～元禄13（1691～1700）

0
0
0
1
0
0
0
1
2
2

鷲ぐ撚辮　　、 綴濠灘熟一w
ミ絞　　　葱 ⑱港ぶ駕　　　◇

嚢鷺揚ご 織震ぶ亀 〆態∨
◇

葱蓉疹　　※ SW 　灘嚢　ζどこ　　　　　　鵬

　　　　　　ル揚ば瀕　灘　登 滋彰涙織
揚搭潔ぺ荻顕 疹警ぎ撚》・獺 券＼

亮波ぷ織濠移＿ 籔恥溢灘る芯素籔※紗

ぷ灘該 」ぷ※ 裟 慈稼 蝦く 灘※ぱ

元禄14～宝永7（1701～1710）

正徳元～享保5（1711～17加）

享保6～享保15（1721～1730）

享保16～元文5（173正～1740）

寛保元～寛延3q741～1750）

宝暦元～宝暦10（1751～1760）

宝暦ll～明和7（1761～1770）

明和8～安永9（1771～1780）

天明元～寛政2（1781～1790）

寛政3～寛政12（1791～1㎜）

※緩灘撚嚢◇ぺ 彰灘べ灘鰹⑳ぶぷ

2
1
4
1
3
3
2
3
4
1
0

珍繊諺ジ謬滋 ※　　玄▽鷲忽◇

ぎ懇 濠穿　　　　　　　減 べ
w 芯

捲
． 爵葱

タ　　轟

※ ぺ×紗　　　　　　　×
べ；

タ炉

ば

籔 ，燃。　　　　　　　　　濠 き　ぼ

裟 惣・ 窄暢 ㌘㍗

灘◇ 姪　　　　　　燃・・涙活　　　　治鵬欲×

ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡ 解

A

警　肝「　　　　　　　　　。．灘
熊

享和元～文化7（1餌｝1～1810｝

文化8～文政3（1811～1脚）

文政4～天保元（1821～1830）

天保2～天保ll（1831～18ω）

天保12～嘉永3（1脇～1蜘）

嘉永4～万延元（1851～1860）

文久元～明治3（1861～1870）

明治4～明治13（1871～1880｝

明治14～明治23（1鴎1～1890）

明治24～明治33（1蹴～1鰍））

当繰　　ミ 融　　濾涙※

12

3
4
1
1
8
5
1
0
8
7
1

ぷ

　　　　　　　　　　　　　℃ 渉

薄　ダ　紗 ・彰　x　　ぶ“ c

xヅ 線該 ×

　　㊧叉　焚
×

邸　※灘撚
蒙鷲党紗 Σぶ×◇ 葱難溺 るぐ耀タ

明治34～明治43（1901～1910）

明治仙～大正9（1911～1g加） 2
0

年　　・明 1　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　　1 0　　　　　1　　　　　6　　　　21　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　0 3 33

合　　　計 7　　　　　　　　　　　　31　　　　　　　　　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　　　3　　　　　1　　　　　7　　　　21　　　　　　　1　　　　　　　1　　　　1　　　　4 144

ぶ騰雪100％灘÷撚溺難蕎講葺

定
し
た
形
式
（
関
口
二
〇
〇
四
）
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
の
が

表
2
で
あ
る
。
A
類
（
居
士
・
大
姉
）
、
B
類
（
信
士
・
信
女
）
、

C
類
（
禅
定
門
・
禅
定
尼
）
、
H
類
（
僧
侶
）
、
1
類
（
子
供
）
、

N
類
（
そ
の
他
）
の
六
類
型
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
を
み
る
と
、
B
類
（
信
士
・
信
女
）
が
一
七
世
紀
末
か

ら
一
九
世
紀
ま
で
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
一
九
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
こ
れ
に
A
類
（
居
士
・
大
姉
）
が
多
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
か
か

る
傾
向
は
東
北
に
お
け
る
戒
名
分
析
の
類
例
が
な
い
の

で

は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
鈴
木
家
が
大
肝
入

に
な
っ
た
宝
暦
年
間
よ
り
A
類
が
用
い
ら
れ
始
め
る
こ
と
は
注

目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
戒
名
の
変
遷
は
家
格

の
向
上
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

④
過
去
帳
調
査

　
大
室

鈴
木
家
に
は
、
二
冊
の
過
去
帳
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

（写
真
3
・
4
）
。
鈴
木
家
は
代
々
正
福
寺
（
曹
洞
宗
）
の
檀
家

で
あ
り
、
過
去
帳
は
本
来
は
正
福
寺
に
残
る
べ
き
資
料
で
あ
る
。

本
過
去
帳

は
恐
ら
く
は
正
福
寺
所
蔵
の
鈴
木
家
過
去
帳
の
控
え

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
筆
者
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
こ
の
「
大
室
鈴
木
家
過
去
帳
」

（以
下

「
過
去
帳
」
と
称
す
る
）
の
記
録
を
行
っ
た
。
比
較
的

文
字
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、
記
録
方
法
は
主
と
し
て

写
真
撮
影

を
採
用
し
た
。
「
過
去
帳
」
二
冊
は
写
真
枚
数
に
し

て

約
一
二
〇
枚
程
度
の
分
量
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
一
覧
に
し
た

の
が
表
3
で
あ
る
。
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［近世東北の「家」と墓］　　関口慶久

表2　大室鈴木家墓地における戒名法名の変遷

A類 B類 C類 H
類

1類 N
類　　　　　　　　形式

年代
｛籠舞嘉 蓼鞭竃 禅　禅

定　定
門　尼

沙
弥

華掌婁量賃婁萎 そ
の
他

合
計
㊦
）

天文20～水禄3（1551～1560） 0

永禄4～元亀元（1561～1570）
「　　　　　「　　　　↑　　　　一「　　　　r　　　　「

」　　　　　」　　　　⊥　　　　↓　　　　⊥　　　　⇒」

1　　　　　「　　　　T

」　　　　　」　　　　⊥

r

L

了　　　　「－　　　　T　　　　「

⊥　　　　⊥　　　　　L

元亀2～天正8（1571～1580）

　　r　　　　寸

J　　　　　L　　　　」

　　F　　　　寸

1 0
1
0

天正9～天正18（1581～1590）
「　　　　　←　　　　†　　　　「〔　　　　←　　　　「

J　　　　　L　　　　⊥　　　　⊥　　　　⊥　　　　」

寸　　　　「卜　　　　†

ユ　　　　ーL　　　　⊥ r
L

†　　　　－1－　　　　←　　　　「

⊥　　　　⊥　　　　L　　　　J　　　　　L　　　　」

天正19～慶長5（1591～ユ600） 0

慶長6～慶長15（1601～1610） 0

慶長16～元和6（1611～1620）
→　　ト　十　十　　十　メ

」　　　　　ト　　　　◆　　　　一←　　　　十　　　　F↓

斗　　「　　十

4　　　　　ト

ト
↑

十　十　　十　」　　ト　4

十　　　　→－　　　　L　　　　W　　　　　ト

0

元和7～寛永7（1621～1630）
十 ヰ

0

寛永8～寛永17（1631～1640）
　「　　　　　「　　　　T　　　　T　　　　「　　　　「

1　」　　　　　」　　　　↓　　　　十　　　　ム　　　　」
丁　　　　　「　　　　T

⊥　　　　」一　　　　ふ 「
L

T　　　　“r　　　　「　　　　「　　　　　「　　　　丁

↓　　　　」＿　　　　L　　　　、↓　　　　　L　　　　」

1

寛永18～慶安3（1641～1650） 0

慶安4～万治3（1651～1660）
」　　　　　」　　　　⊥　　　　⊥　　　　⊥　　　　」 」　　　　　」　　　　⊥ L

0

寛文元～寛文10（1661～1670）
⊥　　　　」一　　　　▲　　　　J　　　　　L　　　　J

0

寛文11～延宝8（1671～1680）
→　　　　　←　　　　†　　　　一←　　　　←　　　　「

→　　卜　十　⊥

呼　　　　　ト　　　　†

斗　　」

申 寸　　　　「一　　　　申　　　　「　　　　　←　　　　→

十　」　　十

0

天和元～元禄3（1681～1690）
　　　　　　　　　f　→

→　　　　　ト　　　　十　　　　十

十 　←

1　1
→　　ト　十

元禄4～元禄13（1691～1700）
　　　　　　　←　　　　　→

”　　　　　」

→　　　　十　　　　十

　2　　　　1♪　　　　♂　　　　」 ト
’

十　　　　十　　　　←　　　　→　　　　　←　　　　→

　　　　　　　　　’
2
3

元禄14～宝永7（1701～1710） 　　　2」　　　　　L　　　　↓ 2

正徳元～享保5（1711～1720）
」　　　　　」　　　　↓　　　　＿←　　　　十　　　　」

1
← ↓　　　　一一　　　　ト　　　　メ　　　　　」　　　　斗

1

享保6～享保15（1721～1730）
1　　　　　「　　　　τ　　　　「一　　　　丁　　　　「

」　　　　　」　　　　↓　　　　」＿　　　　L　　　　」

1　　　　　「　　　　T

　1　3」　　　　　L　　　　⊥

r

L

T　　　　T　　　　T　　　　、　　　　　「　　　　1

⊥　　　　一」　　　　⊥　　　　〉」　　　　　L　　　　ヰ

4

享保16～元文5（1731～1740） 0

寛保元～寛延3（1741～1750）
「　　　　　←　　　　†　　　　「一　　　　←　　　　「 「　　　　「卜　　　　↑

　1　1
r →　　　　「一　　　　†　　　　「　　　　　←　　　　寸

　　　　　　　　　　1 1 4

宝暦元～宝暦10（1751～1760） 1 1　1
宝暦11～明和7（1761～1770）

→　　　　　←　　　　†　　　　≡←　　　　■　　　　「

　　　　　　　　　　1
→　　ト　十

寸　　　　十　　　　　十

　　　1
」　　ト

↑
ト

十　　　　一←　　　　t　　　　「　　　　　←　　　　→

十　十　　ト
3
2

明和8～安永9（1771～1780）
　　　　　　　　　十　→

→　　　　　ト　　　　十　　　　→一

　　　　　十
　1　1ヰ　　　　　ト

　　　　　　　→　　卜　」

＋　　　　十　　　　←　　　　」

2

天明元～寛政2（1781～1790）
←　　　　　→

　　　十
2　1

ト

1
ト　　　　叫

4

寛政3～寛政12（1791～1800）
1　　　　　「　　　　T　　　　T　　　　T　　　　「

　　　　　　　　　　　　　2
丁　　　　　「　　　　T

　4　3
r T　　　〒　　　　r　　　「　　　　「　　　丁

　1　　　　　　　　　　　1 11

享和元～文化7（1801～1810） 3　1 3　2 2 11

文化8～文政3（1811～1820）
「　　　　　r　　　　T　　　　T　　　　r　　　　「
　　　　　　　　　　1」　　　　　L　　　　⊥　　　　」一　　　　L　　　　」

1　　　　　P　　　　T

　1」　　　　＿」　　　　⊥

r

L

了　　　　「一　　　　す　　　　「　　　　　「　　　　1

⊥　　　　」＿　　　　⊥　　　　」　　　　　L　　　　」

2

文政4～天保元（1821～1830） 1
1　1 2

天保2～天保11（1831～1840）
「　　　　　卜　　　　†　　　　「一　　　　←　　　　「

　　　　　　　　　　　　　3」　　　　　L　　　　　　　　⊥　　　　上　　　　」

寸　　　　「←　　　　十

　2　3」　　　」｛　　　⊥

ト
L

†　　　　「一　　　　←　　　　「　　　　　←　　　　寸

　　　　　　2　1⊥　　　⊥　　　　⊥　　　J　　　　L
5
1
1

天保12～嘉永3（1841～1850）
†　　　　　　3　1

1　　　　4
圭

9

嘉永4～万延元口851～1860） 　　　　　　　　　　2→　　ト　十

　　　1
斗

3

文久元～明治3（1861～1870）
　　　　　　　T　　十　→
　　　1　　　　1　3　4→　　　　　ト　　　　与　　　　一↓一　　　　十　　　　→

　　「　　十
　2　24　　　　→r　　　　十 ト

L

十　T　　ト　」　　卜　」

十　　　　づト　　　　占　　　　叫　　　　　ト　　　　4

13

明治4～明治13（1871～1880） 1　　　　　　1　　　　1　2 2　2 1 10

明治14～明治23（1881～1890）
「　　　　　r　　　　T　　　　－「　　　　r　　　　「

　　　　　　　　　　2　1」　　　　　」　　　　↓　　　　」＿　　　　L　　　　」

丁　　　　　「　　　　T

　3　1」　　　　　」　　　　↓

「

L

T　　　　「－　　　　r　　　　「　　　　　「　　　　丁
　　　1　　　　　　1与　　　　一～　　　　⊥　　　　」　　　　　」　　　　4 9

明治24～明治33（1891～1900） 1 1

明治34～明治43（1901～1910） 1　」　　　　　L　　　　⊥　　　　⊥　　　　L　　　　J 　　　1」　　　　」L　　　　⊥

L ⊥　　　　J－　　　　」．　　　」　　　　　L　　　　」

2

明治44～大正9（1911～1920） 0

年　代　不　明 1
3　2 1　1 2　　　　　　2 25 37

合計　（人） 3　　　1　　　1　　　1　　　1　　18　　14 1　30　33　1 2　2 1
2　1　3　2　1　5　1 29 153

＊戒名　法名の類型については、関口2004を参昭。
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写真3　大室鈴木家過去帳

　
「
過
去
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
人
数
は
、
い
く
つ
か
の
重
複
は
あ
る
も
の
の
、
二
三

五
名
を
数
え
て
い
る
。
最
古
は
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
の
十
六
代
重
房
の
名
が
記

載

さ
れ
て
い
る
が
、
鈴
木
家
の
当
地
へ
の
帰
農
は
天
正
十
八
年
（
］
五
九
〇
）
で
あ

り
、
こ
れ
は
後
代
の
追
記
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
二
冊
の
「
過
去
帳
」

に

は

そ

れ
ぞ
れ
享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）
年
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
と
記
さ
れ

た

序
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
過
去
帳
は
↓
八
世
紀
第
2
四
半
期
か
ら
記
録
が
は
じ

ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
大
室
鈴
木
家
初
代
で
あ
る
重
信
の
名
が
記
さ
れ
る

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
あ
た
り
の
記
録
か
ら
実
際
を
反
映
し
て
い
る
、
と
考
え

て

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
最
新
の
記
録
は
昭
和
四
四
年
（
一
九
六

九
）
で
あ
る
。

　
ま
た
本
過
去
帳
は
、
続
柄
に
よ
っ
て
、
大
室
鈴
木
家
以
外
の
者
の
記
載
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
本
家
大
室
鈴
木
家
お
よ
び
分
家
も
あ
わ
せ
た
記
載
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

写真4　大室鈴木家過去帳（部分）
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関口慶久［近世東北の「家」と墓］

表
3
　
「
大
室
鈴
木
家
過
去
帳
」

※

過
去
帳
内
で
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
記
載
が
複
数
あ
る
例
が
相
当
数
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

　
記
載
項

目
が
全
く
同
じ
も
の
に
つ
い
て
は
一
例
分
に
収
め
た
が
、
少
し
で
も
異
な
る
も
の
に
つ
い

　
て

は
、
各
々
事
例
分
と
し
て
本
表
に
掲
載
し
て
い
る
。

輪
暦
西

月

法
名

俗
名

続
柄

年
享

1

6
5
1
5

5

大
里
道
祐
禅
定
門

十
六
代
重
房

2

斑
1

10

心
月
妙
円
信
女

帯
刀
妻

3

脇
1

2

本
室
妙
源
信
女

三
代
掃
部
妻

4

跳
1

7

虚
雲
道
空
居
士

一
代
相
模

81

5

ぽ
ー

7

風
山
道
清
贈
居
士

及

川
刑
部

黒
口
大
久
保
及
川
兵
作
先
祖

6

聞
1

1

栄
林
妙
繋
信
女

相
模
妻

7

4
9
1
6

7

雪
相
妙
吟
信
女

二
代
掃
部
妻

8

5
2
1
6

11

梅
林
道
香
信
士

二
代
　
掃
部

9

5
4
1
6

12

月
霜
妙
心
禅
定
尼

大
ロ
ノ
ロ
羽
黒
口
黒
川
刑
部
妻

10

6
1
1
6

1

弧
輪
口
口
信
口

山
ノ
目
町
茂
助
祖
母

11

6
1
1
6

2

本
室
妙
源
信
女

三
代
掃
部
妻

12

脱
1

10

通
庵
道
円
信
士

帯
刀

四

代
掃
部
実
父

13

刷
1

3

風
岩
道
照
信
士

三
代
掃
部

14

醐
1

6

華
岩
蓮
香
信
女

帯
刀
二
女

15

7
1
1
6

5

通
室
妙
円
信
女

帯
刀
後
妻
喜
兵
衛
母

16

7
1
1
6

6

法
空
了
性
信
士

17

8
6
1
6

8

雲
室
妙
清
信
女

四

18

8
8
1
6

8

明
台
自
鏡
信
女

五
代
作
兵
衛
妻

19

9
1
1
6

1

清
安
妙
光
大
姉

舟
七
郎
母

20

脇
1

10

月
浦
道
珠
信
士

武
兵
衛

四

代
掃
部
次
男

21

脳
1

9

如
山
了
玄
信
士

喜
兵
衛

四

代
掃
部
弟

22

9
5
1
6

4

釈
妙
幻
信
女

米
谷
　
嘉
兵
衛
母

23

鰯
1

1

雷
峯
了
音
信
士

四

代
掃
部

24

⑭
1

3

恵
吟
禅
定
尼

山
目
　
孫
兵
衛
母

25

珊
1

4

復
学
道
雲
信
士

久
兵
衛
実
父

26

加
1

7

足
庵
全
休
信
士

山
目
町
　
床
八

27

加
1

8

円
観
妙
通
信
女

佛
坂
六
右
衛
門
妻
　
四
代
掃
部
娘

28

加
1

8

円
観
妙
通
信
女

佛
坂
六
右
工
門
母

29

鵬
1

9

広
説
了
秋
信
士

山
目
町
　
孫
兵
衛
父

30

加
1

4

桐
室
妙
花
禅
女

作
兵
衛
次
女

31

糊
1

口

桐
室
妙
花
信
女

作
兵
衛
次
女

32

㎜
1

1

高
岸
耀
照
信
女

四

代
掃
部
妻

33

㎝
1

9

卯
光
清
月
信
女

作兵
衛
嫡
女
　
山
ノ
目
伊
兵
衛
妻

34

1
1
1
7

1

天
林
元
享
信
士

五
代
作
兵
衛

35

1
1
1
7

7

信
学
道
解
信
士

久
兵
衛

山
ノ
目
　
実
兄

36

1
4
1
7

12

無
極
貞
相
信
女

37

1
6
1
7

10

海
雲
浄
伝
信
士

川
崎
太
右
衛
門
父

38

1
7
1
7

7

本
空
童
子

フ

ク
助

久
兵
衛
次
男

39

1
7
1
7

7

華
円
妙
公
信
女

卯
兵
衛
母

40

m
1

玄
口
口
儀
信
士

久
兵
衛
口
口
口

41

1
7
1
7

口
現
了
成
信
士

山
目
平
八
郎

42

2
1
1
7

1

實
窓
妙
参
信
女

久
兵
衛
実
母

43

2
1
1
7

6

青
巌
信
士

下
屋
敷

喜
三
郎
弟

44

2
1
1
7

7

］
空
了
心
信
士

下
屋
敷
喜
三
郎

45

m
1

7

身
空
妙
心
信
女

う
め
？

喜
三
郎
母

46

m
1

7

妙
光
信
女

喜
三
郎
妻

47

2
1
1
7

11

花
林
禅
童
子

久
兵
衛
三
男

48

惚
1

10

寂
巌
妙
照
信
女

母
体
村

忠
兵
衛
母

49

惚
1

10

黙
翁
了
然
信
士

母
体
村

　
忠
兵
衛
父

50

2
3
1
7

8

桂
林
妙
香
信
女

川
崎
太
右
衛
門
母

51

m
1

8

儀
窓
妙
見
信
女

今
野
善
右
工
門
妻
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悦
暦
西

月

法
名

俗
名

続
柄

年
享

52

2
7
1
7

9

輝
運
浄
光
信
士

山
目
町
伊
兵
衛

53

2
7
1
7

10

江
月
妙
寒
信
女

金

ヶ
崎
西
根
市
口
妻

54

2
7
1
7

11

智
山
妙
恵
信
女

久
兵後

母

55

2
8
1
7

8

覚
受
智
円
信
女

関
　
長
兵
衛
母

56

2
8
1
7

10

江
月
妙
影
信
女

西
根
村
市
内
妻

57

2
8
1
7

11

自
空
妙
心
信
女

五
代
作
兵
衛
後
妻

58

3
0
1
7

口

［

作
兵
衛
之
後
妻
口
口

59

3
1
1
7

1

透
関
玄
道
信
士

母
体
勘
太
郎

60

3
2
1
7

4

釈
教
順
信
男

米
谷
嘉
兵
衛
父

61

3
3
1
7

2

如
山
良
実
信
士

62

3
3
1
7

9

一
器
浄
水
信
士

西
根
市
兵
衛

63

3
4
1
7

8

泡
影
童
女

宇
兵
衛
娘

64

3
4
1
7

口

口
口
童
女

口

65

3
5
1
7

6

雲
月
常
光
信
士

川
崎
太
右
衛
門

66

斑
1

7

本
室
童
子

久
兵
衛
三
男
口
口

67

悶
1

真
如
常
諦
信
士

西
根
　
市
兵
衛
父

68

㎝
1

1

春
朝
覚
夢
信
士

天
主
　
弥
惣
右
工
門

69

3
6
1
7

10

恵
雲
正
智
信
士

母
体

忠
兵
衛

70

郡
1

11

口
口
寿
口
信
女

口
兵
衛
口

71

問
1

11

穏
室
寿
安
信
女

六

日
入
　
喜
兵
衛
姉

72

3
8
1
7

2

長
大
妙
慶
信
女

山
目
町
　
武
右
工
門
妻

73

3
8
1
7

11

満
海
了
然
信
士

新
太
郎

喜
兵
衛
父

74

3
9
1
7

1

智
月
浄
恵
信
女

渋
谷
與
惣
右
門
母

75

閣
1

1

雪
堂
求
法
大
和
尚

76

4
4
1
7

8

紅
顔
樹
嶺
信
女

山
目
　
酉
右
工
門
妻

77

4
4
1
7

9

若
容
良
然
信
士

山
目
町
安
兵
衛
母

78

4
4
1
7

12

實
相
寿
円
信
女

関
　
長
兵
衛
妻

79

衡
1

3

空
室
妙
劫
信
女

山
目
町
　
彦
市
母

80

4
5
1
7

5

口
室
口
口
口
士

山
目
　
安
兵
衛
母

81

衡
1

8

鉄
舳
古
錐
信
士

水
沢
　
半
兵
衛

82

4
5
1
7

9

瞼
光
定
桟
信
士

倉
沢
　
助
内

83

酷
1

12

円
岩
実
融
信
士

小
原
玄
入

84

旭
1

口

円
体
如
口
信
女

内
田
吉
良
次
口
口

85

燭
1

口
口
口
口
信
士

水
沢
　
口
口
口
口

86

閥
1

2

天
産
梅
苗
信
女

山
目
　
善
太
良
妹

87

㎝
1

6

恵
忍
良
口
大
和
尚

正
法
寺
三
十
二
世

88

㎝
1

8

智
秋
禅
童
女

山
目
　
平
太
夫
娘

89

4
6
1
7

天

産
海
口
口
口

山
目
　
口
口
口

90

4
7
1
7

11

鑑
外
如
水
信
士

渋
谷
如
水

口
谷
口
ロ
エ
門
父

91

4
7
1
7

12

消
雪
童
女

92

4
8
1
7

8

緑
室
妙
客
信
女

浅
右
衛
門
娘

93

4
8
1
7

10

虚
窓
了
被
信
士

94

惚
1

10

太
安
良
通
信
士

山
目
　
孫
十
郎

95

4
8
1
7

11

清
寒
禅
定
門

口
左
工
門

96

4
8
1
7

11

清
寒
禅
男

市
左
衛
門

97

㎝
1

10

華
顔
妙
栄
信
女

98

5
2
1
7

7

法
岸
妙
唱
信
女

喜
兵
衛
母

99

5
3
1
7

11

億
誉
現
刹
信
士

前
沢
勘
助

口

㎜
5
4
1
7

5

釈
口
外
別
参
大
導
師

俗
名
　
山
崎
杢
左
衛
門

皿
襯
1

6

隆
参
義
興
居
士

六

皿
旭
1

9

智
玉
童
子

浅
右
衛
門
子

皿
5
6
1
7

11

億
誉
現
刹
信
士

前
沢
勘
助

助
太
郎
父

皿
閲
1

口

口
参
義
口
口
口

［

皿
6
4
1
7

8

孤
輪
妙
月
信
女

久
兵
衛
後
妻

476
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甑
暦
西

月

法
名

俗
名

続
柄

年
享

皿
6
9
1
7

1

範
室
妙
口
口
女

母
体
伊
兵
衛
母

皿
珊
1

9

心
安
是
西
信
士

前
沢

助
太
良
口
父

鵬
㎝
1

12

機
達
正
玄
居
士

山
ノ
目
　
正
九
良

六
口
良
養
父

珊
7
0
1
7

11

浄
運
道
戒
居
士

七
代
浅
右
衛
門

m
7
0
1
7

口

明
口
寿
鏡
信
女

田
m
1

4

壁
翁
長
全
信
士

母
体

金
右
衛
門
父

m
7
1
1
7

口

口
口
口
口
口
口

口
口
口
口
口
口

80

田
閲
1

5

幻
相
童
女

養
作
女

田
m
1

5

見
空
妙
貞
信
女

卯
右
衛
門
母

田
酩
1

8

権
少
僧
都
玉
泉
道
因

山
津
羽
毛
母
体
清
太
良
父

92

田
7
5
1
7

2

日
峰
常
輪
信
女

ラ
ン

母体
又
右
工
門
母
　
母
体
登
満
羽
毛
佐
々
木
勘
太
郎
妻
作
兵
衛
之
娘

田
7
7
1
7

7

南
嶺
遍
寿
信
士

勘
右
エ
門

田
m
1

8

直
心
道
正
信
士

三

反

田
　
清
内

m
m
1

10

即
往
得
岸
信
士

目
呂
木
　
栄
太
郎
父

㎜
閣
1

8

幻
法
容
寿
童
子

平
八
郎

養
作
男

2

田
襯
1

1

転
翁
復
寿
居
士

母
体

亦
八
郎
父

65

辺
襯
1

7

心
月
道
清
信
士

荒
口
口
　
喜
蔵

田
惚
1

7

［

喜
蔵

卯
右
衛
門
父

盟
筏
1

9

泡
幻
禅
該
女

常
茂
三
女

随
加
1

6

編
中
妙
王
信
女

山
目
　
村
上
氏
　
口
口
口
口

田
隅
1

7

貞
容
妙
実
大
姉

常
雄
妻
千
田
氏

46

m
酬
1

4

楚
宝
道
玉
信
士

長
者
窪
屋
敷
彦
之
丞
口
口
口

撚
加
1

5

龍
観
了
口
信
士

菅
口
雄
作

常
雄
養
子

㎜
9
5
1
7

7

貞
容
妙
実
大
姉

常
茂
母

46

③
酪
1

9

白
隠
妙
菊
信
女

玄
太
良
母

団
9
5
1
7

10

心
月
妙
成
大
姉

常
雄
母

83

皿
9
6
1
7

3

口
太
郎
養
父

46

田
肥
1

11

大
用
常
安
妙
光
大
姉

山
口
羽
毛

母
体

吉
良
口
口
母

四
肥
1

12

智
泉
軒
曜
翁
恰
応
居
士

大
佳
　
及
川
源
兵
衛

皿
脳
1

11

儀
好
良
忠
居
士

大
佳
　
及
川
左
太
夫

ぽ
蹴
1

8

本
照
口
口
信
女

大

佳
　
及
川
口
口
口
口

聯
肥
1

7

徳
翁
永
寿
居
士

鈴
木
常
雄

64

皿
1
1
1
8

3

普
艮
軒
法
圓
祖
随
居
士

大
佳
　
及
川
兵
蔵

㎜
脇
1

6

栄
岳
道
久
居
士

鈴
木
弁
七
兵
衛
父

48

陶
脳
1

口

清
作

口

皿
ぴ
ー

12

雪
屋
妙
貞
信
女

及
川
兵
作
女

泌
2
0
1
8

11

早
世
祖
映
核
児

建
治

鈴
木
口
七
郎
子
共

鴇
脚
1

9

圭
宝
岳
玉
秀
禅
童
女

フ

ミ

茂
助
娘
口

拠
蹴
1

1

清
安
姉
光
大
姉

鵬
3
3
1
8

12

冬
口
妙
月
信
女

鈴
木
養
作
後
妻

螂
鰯
1

7

釈
天
智
口
信
女

上
野
口
口
村

太
郎
右
衛
門
妻

皿
剛
1

花
雪
妙
容
童
女

黒
口
　
大
久
保
　
及
川
免
毛
女

撰
測
1

3

阿
参
信
男

久
郎
兵
衛
二
男

ゆ
脇
1

8

魏
翁
道
達
居
士

日
下
応
英

亘
理
郡
伊
達
安

25

皿
棚
1

8

讐
王
堂
守
一
休
英
大
徳

田
椰
1

3

天
然
自
生
清
信
女

鈴
木
弁
七
郎
兄

皿
鰯
1

8

秋
露
童
子

亘

田
鍋
1

11

恭
応
口
題
口
口
居
士

［

瑚
鰯
1

11

承
応
道
観
居
士

田
脚
1

7

瞥
王
休
安
居
士

亘リ
郡
小
港
村
角
堂
口
赤
松
休
英
伜

皿
脇
1

9

秋
夢
童
女

水
沢
口
口

子
女

卿
渦
1

4

実
参
清
教
居
士

渋
谷
吉
兵
衛
清
教

70

皿
脳
1

2

戒
室
妙
香
大
姉

久
兵
衛
六
女

477
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㎞
暦
西

月

法
名

俗
名

続
柄

年
享

皿
眠
1

9

善
積
軒
索
儀
行
勝
居
士

黒
石
村
大
久
保
　
馬
場
口
仲

皿
路
1

3

智
光
院
恭
林
常
勇
居
士

二

田
ぴ
ー

3

娘
雲
智
光
童
子

二

十
九
代
養
作

皿
路
1

5

自
盛
軒
鶴
然
妙
松
大
姉

二
七

代
長
七
郎
妻

皿
胴
1

3

華
厳
院
節
口
妙
薫
大
姉

平
泉
　
鳥
屋
崎
坊
　
秀
遷
母

76

撤
脚
1

2

直
操
院
純
顔
妙
薫
大
姉

清
野

鈴
木
彦
太
郎
三
女
　
前
沢
服
部
徳
蔵
妻

皿
搬
1

8

儀
翁
恵
眼
居
士

赤
松
休
琢

亘
理
郡
桜
小
路

燗
蜘
1

11

早
世
黙
者
核
児

鈴
木
義
雄
長
女

聯
蹴
1

9

善
心
良
義
居
士

水
沢
新
小
路
　

㎜
梛
1

7

法
蓋
妙
護
大
姉

富
士
枝

鈴
木
彦
太
郎
二
女
　
気
仙
沼
奥
田
貫
之
助
妻

陶
醐
1

8

真
盛
庵
長
徳
妙
台
大
姉

馬
場
ヒ
ロ
セ

黒
石
村
字
大
久
保

m
細
1

4

功
積
軒
行
徳
良
義
居
士

馬
場
行
義

黒
石
村
字
大
久
保

m
0
6
1
9

1

宝
鏡
庵
全
照
妙
円
大
姉

卓
地
フ
ジ
ノ

49

m
鵬
1

6

仙
室
妙
寿
大
姉

後
藤
ミ
ナ
ト

水
沢
町
新
小
路

昭
杣
1

1

松
寿
妙
恵
大
姉

赤
松
口
ち
い

亘

理

43

m
㎜
1

8

大

庄
院
徹
翁
良
忠
居
士

二
十

入
代
彦
太
郎

長
雄
父

81

田
眠
1

千
田
市
郎
左
衛
門
神
霊

三

十
代
長
雄
妻
ノ
父

63

田
細
1

n
法
真
院
玉
容
妙
粧
大
姉

ミ
サ
木

二
十
八
代
彦
太
郎
妻

81

m
1
9
1
9

8

浄
覚
院
秋
月
敬
慶
居
士

気
治

鈴
木夫

62

四
2
1
1
9

4

順
真
院
至
淑
優
坤
大
姉

ゆ
ふ

山
目
町
　
畠
中
寿
尾
妻

50

m
2
5
1
9

4

恭
山
桜
盛
詠
吟
居
士

気
仙
沼
町
　
猪
狩
泰
蔵

29

㎜
3
8
1
9

4

窪
谷
軒
要
宗
道
機
居
士

及
川
口
毛

皿
4
1
1
9

3

照

明
院
浄
智
宗
善
大
姉

マ
サ

69

㎜
叱
1

2

至
誠
院
篤
法
活
禅
居
士

気
仙
沼
　
奥
田
主
水

50

㎜
4
4
1
9

11

鏡
光

院
月
照
妙
円
大
姉

ウ
エ
ノ

前
沢
町
下
小
路
服
部
徳
蔵
後
妻
長
雄
妹

73

捌
鰯
1

11

貞
巌
妙
操
大
姉

ミ
オ
ノ

気
仙
沼
八
日
町
　
猪
狩
敬
治
妻
　
長
雄
姉

82

囑
W
1

11

嘉
祥
院
天
英
長
雄
清
居

三
十

代
（
義
雄
）
長
雄

団
肥
1

2

祥
院
口
儀
妙
操
大
姉

千
代
美

口
口
代
束
妻

57

瑠

6

即
翁
成
心
庵
主

米
谷
　
賀
兵
衛

㎜

南
誉
良
厭
信
士

水
沢
善
右
工
門

㈱

独
揮
択
尊
和
尚

㎜

1

常
庵
真
心
信
士

小
原
作
兵
衛
玄
入
父

……

1

瑞
窓
妙
的
信
女

山
目
町
　
仁
右
工
門
妻

皿

2

明
庵
鏡
公
信
士

小
原
作
兵
衛
父

陶

2

暁
雲
智
春
信
女

山
目
町
孫
八
母

皿

2

大
運
良
義
居
士

北
宝
　
鈴
木
鷹
四
郎

璃

3

天
然
自
生
清
口
女

鈴
木
口
市
母
口
口
口
口

跳

3

根
側
意
善
信
女

落
合
惣
八
母
　
久
兵
衛
実
母
姉

皿

3

榔
室
了
源
信
士

山
目
町
　
民
右
工
門

跳

4

智
参
口
恵
童
子

宇
八
？

山
目
　
平
右
口
子

陶

4

天
室
自
公
信
女

小
原
作
兵
衛
母

㎜

5

心
了
無
外
居
士

倉
口
七
良
兵
衛
助
円
父

捌

6

義
道
即
円
信
士

山
目
　
弥
市

皿

6

心
蘭
正
公
信
士

小
原
門
七
良

邪

6

天
翌
円
真
信
士

山
目
　
茂
助
祖
々
父

脳

7

一
超
禅
定
門

山
目
町
　
孫
八
父

梛

7

漠
口
自
徹
信
士

山
目
町
　
彦
市

㎜

8

則
庵
良
意
信
士

小

㎜

8

浮
海
乗
舟
大
和
尚

服

9

観
法
了
喜
信
士

山
目
町
孫
作

㎜

9

菊
草
秋
公
信
士

小
原
善
之
助

玄
入
兄

㎜

9

方
光
智
便
童
子

山
目
町
平
太
夫
子

狙

9

接
夫
禅
定
門

米
谷
　
三
次
良
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輪
暦
西

月

法
名

俗
名

続
柄

年
享

犯

9

憶
要
妙
記
信
女

山
目
　
安
兵
衛
妻

犯

10

口
口
道
行
大
口
口

狙

10

林
風
霜
寒
信
士

六

日
入
　
喜
三
良
子

班

12

宝
屋
妙
珍
信
女

鍋

12

［

母
体
嘉
兵
衛
母

53

脚

長
乗
了
随
居
士

山
目
　
茂
助

㎜

口

口
口
常
輪
口
口

日

魏

臨
阿
量
有
信
士

水
沢
　
七
良
兵
衛

㎜

虚
安
妙
玄
信
女

山
目
　
茂
助
祖
々
父
妻

田

覚
誉
妙
台
信
女

水
沢
　
善
右
工
門
妻

蹴

［

［

宏

財
誉
皆
藥
信
士

水
沢

　
善
右
工
門
父

盟

花
顔
妙
春
信
女

六

ヶ
入
　
大
五
助
妻

認

白
雲
妙
処
信
女

喜
兵
衛
妻

泌

運
誉
良
口
信
女

水
沢
　
伝
右
工
門
妻

脚

芳
戒
妙
香
信
女

水
沢
　
善
右
衛
門
母

四

玉
岩
正
公
信
士

内
田
新
九
良

劉

浄
寿
院
口
口
口
口
口
口

㎜

徳
翁
永
寿
居
士

養
作

蹴

大
誉
乗
蓮
比
丘

水
沢
　
伝
右
口
口
口

脱

日
台
口
蓮
大
和
尚

㎜

長
乗
了
随
居
士

山
目
　
茂
助

劔

漢
修
自
徹
信
士

山
目
　
彦
市

表4　大室鈴木家墓標・過去帳紀年一覧

25

20

15

記
載
数

10

5

0
1551　　　1601　　　1651　　　1701　　　1751　　　1801　　　1851　　　1901　　　1951

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　代

⑤
大
室
鈴
木
家
の
「
家
」
と
墓

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
発
掘
調
査
・
墓
標
調
査
・
過
去
帳
調
査
の
成

果

を
も
と
に
、
大
室
鈴
木
家
の
「
家
」
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
を
試
み
た
い
。

　
（
1
）
　
墓
標
と
過
去
帳

　
「
過
去
帳
」
の
デ
ー
タ
と
、
墓
標
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
編
年
順
に

組
み
合

わ
せ
、
一
〇
年
毎
の
記
載
・
記
銘
件
数
と
し
て
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
が
、
表

4
で
あ
る
。
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こ
れ
を
み
る
と
、
ま
ず
一
六
三
〇
年
代
よ
り
過
去
帳
が
恒
常
的
に
記
載
さ
れ
出
す

こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
墓
標
が
造
立
さ
れ
出
す
の
は
一
六
七
〇
年
代
か
ら
で
あ
り
、

四

〇
年
の
隔
た
り
が
認
め
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
一
八
世
紀
末
、
具
体
的
に
は
天
明
期
あ
た
り
を
画
期
と
し
て
、
過
去
帳
の

記
載
件
数
と
墓
標
の
紀
年
銘
の
件
数
が
拮
抗
し
、
次
第
に
逆
転
し
て
い
く
こ
と
が
読

み

と
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
天
明
期
以
後
、
宗
家
で
あ
る
大
室
鈴
木
家
の
過
去
帳
に

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
死
者
の
墓
標
が
、
鈴
木
家
墓
地
に
次
々
と
造
立
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
反
対
に
、
天
明
以
前
は
過
去
帳
に
記
載
さ
れ
な
が

ら
、
墓
標
を
造
立
さ
れ
な
か
っ
た
家
族
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
（
2
）
墓
標
を
造
立
さ
れ
た
人
々

　
で

は
、
墓
標
を
造
立
さ
れ
た
死
者
と
い
う
の
は
、
「
家
」
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に

あ
っ
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
墓
標
と
過
去
帳
の
両
方
に
名
前
が
認
め
ら

れ
、
且
つ
俗
名
あ
る
い
は
続
柄
の
記
載
が
あ
る
例
を
、
編
年
順
に
記
し
て
み
よ
う
。

一
六
三

八
年

一
六
六
二
年

一
六
六
七
年

一
六

七
一
年

一
六
九
四
年

一
六
九

八
年

一
七
〇

八
年

一
七
一
七
年

］
七

二

一
年

一
七

二

一
年

一
七

二

一
年

一
七
二

八
年

初
代
相
模

四

代
掃
部
実
父
帯
刀

帯
刀
二
女

帯
刀
後
妻
　
喜
兵
衛
母

四
代
掃
部
弟
　
喜
兵
衛

四

代
掃
部

四
代
掃
部
妻

卯
兵
衛
母

喜
三
郎
妻

下
屋
敷
　
喜
三
郎
弟

下
屋
敷

喜
三
郎

五
代
作
兵
衛
後
妻

一
七
七
〇
年

一
七
六

四
年

一
七
七
〇
年

一
七
七

二
年

一
七

九

五
年

一
七
九

五
年

一
七
九
五
年

一
八
四
一
年

一
八
四

六
年

一
八
六
四
年

一
八
七

五
年

一
九
一
〇
年

七
代
浅
右
工
門
娘

久
兵
衛
後
妻

七
代
浅
右
工
門

卯
右
衛
門
母

玄
太
郎
母

常
雄
母

彦
之
丞

久
郎
兵
衛
二
男

二
十

八
代
…
…

久
兵
衛
六
女

二

十
七
代
鈴
木
彦
太
郎
子
供

二
十
八
代
彦
太
郎

　

こ
れ
を
み
る
と
、
天
明
期
（
一
七
八
一
～
）
以
前
は
、
主
と
し
て
当
主
の
妻
や
子

供

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
核
家
族
に
墓
標
造
立
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る

（下
屋
敷
喜
三
郎
家
の
例
外
も
あ
る
）
。
逆
に
天
明
期
以
後
は
、
玄
太
郎
・
彦
之
丞
・

久
郎
兵
衛
・
久
兵
衛
と
い
っ
た
、
当
主
で
な
い
者
の
肉
親
に
対
し
て
も
、
造
立
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
大
室
鈴
木
家
の
墓
標
造
立
が
、

天

明
期
以
後
、
鈴
木
家
当
主
の
近
親
以
外
の
者
に
も
、
広
く
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
天
明
期
に
そ
の
画
期
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
東
北
地
方
に
お
け
る
天
明
期
と

い

え
ば
、
天
明
大
飢
鐘
が
即
座
に
連
想
さ
れ
る
。
東
北
地
方
に
お
け
る
天
明
飢
鐘
の

被
害
は
天
保
飢
鐘
と
と
も
に
他
の
飢
鐘
を
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま

で
の

研
究
で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
菊
池
一
九
九
七
）
。

　
果
た
し
て
天
明
飢
饅
が
墓
標
造
立
者
層
の
変
化
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は

さ
ら
な
る
分
析
が
必
要
で
あ
る
が
、
天
明
飢
饅
が
当
地
域
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
強
さ

を
考
え
る
と
き
、
看
過
で
き
な
い
出
来
事
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
留
意
す
べ
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表5　東北地方における餓死供養塔造立数の変遷

基数
140 N：332基

天保飢鐘

天暢謹
ろ 霧

難

「　ソ

ろ

・ 宝暦飢饅・

笏

獲 離霧

120

100

80

60

40

20

0
17c　　　　　　　　　　　　　　　　　18c　　　　　　　　　　　　　　　　　19c

本表は、菊池勇夫『近世の飢鰹に関する民衆生活史的研究』

（1991年、科研費報告書）所収のデータを元に作成した。

き
点
と
い
え
る
。

　
以
上

述
べ
て
き
た
こ
と
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
も
う
一
度
墓
標
調
査
に
よ
る
成
果

に

立

ち
返
り
、
「
家
」
と
の
か
か
わ
り
の
申
で
、
墓
標
造
立
数
や
墓
標
形
式
の
変
化

が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
考
え
て
い
き
た
い
。

　
（
3
）
　
墓
標
造
立
数
と
形
式
が
意
昧
す
る
も
の

　
ま
ず
墓
標
造
立
数
の
変
遷
で
あ
る
が
、
も
う
一
度
傾
向
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、

一
七

世
紀
後
半
よ
り
恒
常
的
に
造
墓
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
第
一
の
ピ
ー
ク
が
一
九
世

紀
前
後
に
、
第
二
の
ピ
ー
ク
が
一
九
世
紀
第
2
四
半
期
に
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
こ

と
、
な
ど
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
一
体
何
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。　

こ
の
画
期
は
先
に
み
た
、
鈴
木
家
の
社
会
的
役
割
の
向
上
、
す
な
わ
ち
下
胆
沢
郡

大
肝
入
と
し
て
百
姓
の
最
高
位
に
任
じ
ら
れ
た
一
八
世
紀
後
半
と
は
一
致
し
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
墓
標
造
立
数
と
家
格
の
向
上
と
は
、
相
関
関
係
が
あ
ま
り
み

ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ

こ
で
参
照
し
た
い
の
が
、
先
に
も
述
べ
た
飢
鐘
と
の
関
連
で
あ
る
。
菊
池
勇
夫

氏

は
東
北
地
方
の
飢
饒
関
係
石
造
物
、
す
な
わ
ち
餓
死
供
養
塔
に
つ
い
て
の
集
成
を

行
っ
て
い
る
（
菊
池
一
九
九
一
）
。
表
5
は
菊
池
氏
の
集
成
を
も
と
に
、
造
立
年
が

判
明
す
る
石
塔
三
三
二
基
を
抜
き
出
し
、
そ
の
造
立
数
の
変
遷
を
辿
っ
て
み
た
も
の

で

あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
集
計
結
果
は
特
徴
的
な
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
。
す
な

わ

ち
突
出
す
る
二
つ
の
山
は
そ
れ
ぞ
れ
天
明
飢
鐘
、
天
保
飢
饅
の
起
こ
っ
た
年
に
あ

た
る
の
で
あ
る
。
飢
鰹
の
被
害
か
ら
僅
か
の
間
に
餓
死
供
養
塔
を
造
立
し
た
こ
と
は
、

建
立

を
単
な
る
回
忌
供
養
と
し
て
で
は
な
く
、
復
興
の
表
象
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
表
5
と
表
4
の
中
の
墓
標
造
立
数
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
ま
さ
に

二
つ
の

ピ
ー
ク
と
合
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
天
明
飢
鐘
・

天
保
飢
饅
が
墓
標
造
立
数
を
押
し
上
げ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
大
室
鈴
木
家
に
限
ら
ず
、
東
北
全
体
で
同
じ
よ
う
な
影
響
が
見
ら

れ

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
九
六
八
年
の
中
川
成
夫
ら
の
平
泉
に
お
け
る
墓
標
調

査

（申
州
ほ
か
一
九
六
八
）
を
参
照
し
よ
う
（
表
6
）
。
こ
れ
を
み
る
と
、
平
泉
の

墓
標
造
立
の
傾
向
は
、
大
室
鈴
木
家
の
二
つ
の
ピ
ー
ク
に
大
ま
か
で
は
あ
る
が
合
致

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
天
明
・
天
保
期
の
飢
鐘
は
、
東
北
の
墓
標

造
立
の
あ
り
方
に
少
な
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
飢
謹
な
ど
の
天
災
が
墓
標
造
立
数
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
江
戸
に

お
け
る
墓
標
調
査
に
よ
る
成
果
で
も
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
（
関
ロ
ニ
○
○

○
）
、
し
か
し
こ
こ
で
気
を
つ
け
て
お
き
た
い
の
は
、
飢
饅
の
後
も
、
依
然
と
し
て

墓
標
造
立
が
高
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
墓
標
造
立
数
の
増
減
を
災
害
な
ど

の
事
件
史
に
単
純
に
帰
結
で
き
ず
、
近
代
家
族
制
度
の
導
入
な
ど
、
近
世
か
ら
近
代

に
か
け
て
の
様
々
な
社
会
的
要
素
を
念
頭
に
お
い
て
理
解
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
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表6　平泉における墓標造立数の変遷（中川ほか1968をもとに作成）

N＝597
数基

70

61

〃　一

A－一 ’

56”

41

47
50

影 4040
36 37”

％

28－・
” 27

　　影

13

A－

25

　　19

30

　シ

15
12、

タ　　　　　　マ

　チ

ンρ ／呼＼

／

％

311轟・

60
　
　
5
0
　
　
4
0
　
　
3
0
　
　
2
0
　
　
1
0

185018001750

年　代

17001650
0

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
京
・
江
戸
・
東
北
全
て
に
共
通
す
る
傾
向
で
あ
っ
て
、

墓
標
造
立
数
の
変
化

と
い
う
の
は
、
広
範
囲
の
地
域
に
わ
た
っ
て
共
通
す
る
傾
向
が

強
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
墓
標
造
立
数
の
変
遷
は
「
家
」
と

の

関
わ
り
が
比
較
的
希
薄
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
墓
標
形
式
の
変
遷
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
大
室
鈴
木
家
の
墓
標
形
式

の
変
遷
の
大
ま
か
な
特
徴
と
し
て
、
B
・
C
・
D
類
が
主
要
形
式
と
し
て
用
い
ら
れ
、

一
八
世
紀
後
半
に
画
期
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
一
八
世
紀
後
半
と
い
う
の
は
、
鈴
木
家
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
み
て
き

た
変
化
に
合
致
す
る
。
す
な
わ
ち
発
掘
調
査
で
認
め
ら
れ
た
掘
立
建
物
か
ら
礎
石
建

物
へ
の
変
化
お
よ
び
遺
物
増
加
の
時
期
や
、
「
過
去
帳
」
に
み
ら
れ
る
天
明
期
の
画

期
、
そ
し
て
大
室
鈴
木
家
が
大
肝
煎
を
勤
め
た
時
代
に
、
形
式
の
変
化
が
み
ら
れ
る

の

で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
形
式
の
変
化
が
「
家
」
の
動
向
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。
実
際
、
墓
標
造
立
数
で
は
大
体
の
一
致
を
み
せ
た
平
泉
の
墓
標
調
査
を

参
照
す
る
と
、
平
泉
は
一
九
世
紀
の
初
頭
に
B
・
C
類
↓
D
・
K
類
へ
の
画
期
が
み

ら
れ
、
時
期
的
に
も
形
式
的
に
も
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
墓
標
造
立
数
が
広
汎
な
範
囲
で
の
変
化
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
は

対
照
的
に
、
墓
標
形
式
の
変
化
は
「
家
」
の
変
化
に
呼
応
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。
そ
れ
は
大
室
鈴
木
家
の
場
合
、
大
肝
入
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
家
格
の
変
化

に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
家
格
の
変
化
が
、
墓
標
と
し
て
は
割

石
形
墓
標
一
辺
倒
の
墓
標
造
立
か
ら
、
円
礫
形
墓
標
と
カ
マ
ボ
コ
形
墓
標
の
導
入
へ

の

原
動
力
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以

上
、
大
室
鈴
木
家
の
発
掘
調
査
・
墓
標
調
査
・
過
去
帳
調
査
の
三
つ
の
調
査
成

果
を
も
と
に
、
葬
制
資
料
を
主
軸
に
す
え
、
「
家
」
と
の
か
か
わ
り
を
み
て
き
た
。

　

こ
こ
で
指
摘
で
き
た
こ
と
は
、
墓
標
を
造
立
さ
れ
た
者
の
社
会
的
立
場
に
、
時
期

的
偏
差
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
墓
標
の
諸
要
素
が
、
必
ず
し
も
「
家
」
の
動
向
と
す
べ

て

結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
く
、
要
素
に
よ
っ
て
は
広
い
視
点
か
ら
理
解
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
墓
標
そ
れ
自
体
の
評
価
に
と
ど
ま

る
わ
け
で
は
な
く
、
墓
標
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
デ
ー
タ
を
材
料
と
し
た

「家
」
そ
し
て
地
域
社
会
の
動
向
を
窺
う
た
め
の
前
提
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
家
」
の
研
究
は
社
会
学
、
人
類
学
、
歴
史
学
、
法
学
な
ど
の
複
数
の
学
問
に
横
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た
わ
る
、
非
常
に
学
際
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
歴
史
学
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
研

究
の

蓄
積
は
分
厚
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
墓
標
な
ど
の
考
古
資
料

を
ど
う
い
う
切
り
ロ
で
操
作
す
れ
ば
、
こ
の
広
大
な
テ
ー
マ
に
対
し
意
義
あ
る
ア
プ

ロ

ー
チ
が
で
き
る
の
か
。
筆
者
が
本
稿
で
試
み
、
見
出
し
た
こ
と
は
さ
さ
や
か
な
も

の

で

あ
る
が
、
そ
こ
に
は
以
上
の
よ
う
な
考
古
学
に
よ
る
家
族
史
の
研
究
を
射
程
に

い
れ
て

い

る
つ
も
り
で
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
な
る
資
料
の
収
集
に
加
え
、
方
法
論
的

模
索
も
続
け
、
問
題
意
識
を
深
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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為and　Graves　in　Early　Modem　Tohoku

SEKIGUCHI　Nohhisa

　　This　paper　is　an　attempt　to　explore　the　extent　to　which　a　study　centered　on　archeological

materials　is　able　to　close　in　on　studies　of　Early　Modern　Ie（households）that　have　been皿der－

taken　to　date　using　the　method　of　examining　folk　customs，　from　the　example　of　the　Omuro

Suzuki　household，　a　wealthy　farming　family　belonging　to　the　Date　domain　of　the　Sendai丘ef

（present－day　Maesawa－cho，　Iwate　Prefecture．

　　　My　investigation　centered　on　a　survey　of　the　grave　markers　at　the　Omuro　Suzuki　family’s

graveyard，　a　study　the　Records　of　the　Omuro　Suzuki　Family　in　the　possession　of　the　Suzuki　fam－

ily，　and　materials　related　to　the　funeral　system．

　　　This　investigation　revealed　that　changes　in　the　number　of　grave　markers　erected　in　the

Omuro　Suzuki　family　graveyard　occurred　around　the　19th　century　and　peaked　in　the　second

quarter　of　the　19th　century．　As　fbr　changes　in　their　fbrm，　in　the　second　half　of　the　18th　century

Type　C（processed　natural　stone）was　replaced　by　Type　B（unprocessed　natural　stone），　fo1・

lowed　by　a　change　to　Type　C－D（top　part　is　semi－cylindrical）．

　　　An　analysis　of　both　grave　markers　and　family　records　showed　that　after　the　Tenmei　era

（1781－89）the　grave　markers　of　the　dead　who　were　not　recorded　in　the　records　of　the　Omuro

Suzuki　family，　the　head　family，　were　erected　in　the　Suzuki　family　graveyard，　and　that　conversely，

there　were　many　family　members　who　despite　being　recorded　in　the　records　befOre　the　Tenmei

era　did　not　have　grave　markers．　In　other　words，　after　the　Tenmei　era　the　erection　of　Omuro

Suzuki　family　grave　markers　was　extended　to　include　others　besides　the　close　relatives　of　the

head　of　the　Suzuki　family．

　　　With　respect　to　number　of　grave　markers　that　were　erected，　the　rise　and　fall　in　their　num－

ber　are　affected　by　a　wide　range　of　changes　such　as　the　occurrence　of　natural　disasters　and

must　be皿derstood　in　the　context　of　the　huge　changes　that　were　taking　place　as　the　Early

Modern　period　gave　way　to　the　Modern　period．　As　fOr　the　style　of　the　grave　markers　and　the

changes　over　time　in　the　stratum　of　people　fOr　whom　they　were　erected，　from　the　history　of　the

Suzuki　famHy　and　the　findings　of　two　excavation　surveys　of　the　remains　of　the　Omuro　Suzuki

family’s　former　residence　it　is　clear　that　these　concord　with　changes　that　were　occurring　to　the

Ie　system．

　　　Consequently，　we　need　not　limit　studies　to　the　evaluation　the　grave　markers　themselves，　as
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they　can　be　described　as　a　vital　first　step　for　understanding　trends　in　the　Ie　system　and　in　local

communities，　made　possible　through　materials　that　contain　data　that　have　been　deciphered　from

grave　markers．
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